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の
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担
の
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保
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が
必
要
だ
と
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い
ま
す
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現
在
無
料
と
な
っ
て
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る
施
設
も
有
料
化

に
向
け
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
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い
ま
す
。
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今
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度
か
ら
実
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さ
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た
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後
期
高
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者

医
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制
度
」
に
つ
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て
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の
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要
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ま
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。

■
九
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事
業
の
概
要
を
説
明
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

  

各
地
区
か
ら
の
ご
意
見

◆
自
主
防
災
組
織

　

Q
　

な
か
な
か
組
織
化
で
き
な
い
。
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

A
　

現
在
、
１
７
７
町
内
会
の
う
ち
、
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内
会
が
組
織
化
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

自
分
た
ち

の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る｣

と
い
う
意

識
で
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
市
か
ら

も
今
後
地
域
へ
出
向
い
て
説
明
や
周
知
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
あ
い
さ
つ
日
本
一
運
動

Q
　

｢

あ
い
さ
つ
日
本
一
運
動｣

を
市
全
体
で

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

A
　

ぜ
ひ
進
め
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
お
い

て
は
、｢
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
子｣
に
悪
い
子
は
育
た
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
内
で
も
、
あ
い
さ
つ
を
含
め
気
持

ち
よ
い
応
対
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

◆
青
色
防
犯
灯

Q
　

防
犯
灯
を
白
色
灯
か
ら
青
色
灯
に
替
え

て
は
ど
う
か
。

A
　

白
色
灯
と
比
較
す
る
と
照
度
は
落
ち
ま

す
が
、
犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
と
の
実
績
も

あ
り
、
市
内
全
域
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
、
地
域
の
要
望
に
沿
う
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
公
民
館
活
動

Q
　

地
域
の
公
民
館
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
指
導
を

お
願
い
で
き
な
い
か
。

A
　

生
涯
学
習
社
会
の
中
で
、
公
民
館
を
ど

の
よ
う
に
有
効
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
各
種
単
位
の

活
動
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、｢

公
民
館
活
動
の

活
性
化｣

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め

の
講
師
派
遣
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
公
園
（
伊
勢
町
）
の
維
持
管
理

Q
　

公
園
を
訪
れ
る
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
く
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
が
、対
策
は
な
い
の
か
。

A
　

過
去
、
市
内
の
公
園
に
は
ご
み
箱
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
全
て
撤
去
し

て
い
ま
す
。
確
か
に
市
民
の
マ
ナ
ー
に
も
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
公
園
の
よ
う
す
も

見
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◆
精
霊
流
し
の
ご
み
処
理

Q
　

供
物
を
各
家
庭
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
、
処
理
費
を
節
約
し
た
ら
ど
う
か
。 

A
　

精
霊
流
し
の
精
霊
船
や
供
物
な
ど
の
処

理
は
、
最
終
的
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

お
り
、
そ
の
費
用
に
市
内
で
約
８
０
０
万
円

か
か
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
ら
れ
れ
ば
、
処
理
費
の
軽
減
も
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
集
積
場
を
一

か
所
に
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
経
費
が
押
さ
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
か
所
以
上
の
集
積
場

が
あ
る
地
区
に
は
協
議
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

◆
税
金
や
給
食
費
の
未
納
対
策

　

Q
　

税
金
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
滞
納
が
市

の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
一
因
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
未
納
対
策
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

A
　

税
に
つ
い
て
は
、「
国
税
徴
収
法
」
に

基
づ
い
て
、
差
押
・
公
売
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
税
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
裁
判
所
を
通
じ
て
行
う
必
要
が
あ
り
、

現
在
、
徴
収
の
手
法
を
研
究
し
、
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
費
は
１
年
間
に
約
２
０
０
万

円
が
未
納
と
な
っ
て
お
り
、
滞
納
累
積
額
は

約
１
，
２
０
０
万
円
で
す
。

◆
農
地
の
有
効
活
用

Q
　

ほ
場
整
備
を
し
た
が
、
裏
作
は
ほ
と
ん

ど
作
っ
て
い
な
い
の
で
支
援
が
で
き
な
い
か
。

A
　

市
、
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農

協
と
連
携
し
て
裏
作
利
用
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　7月１日～ 10日まで、市内８地区で「地区別ミーティング」を開催しました。市側
から市長をはじめ市の理事者が出席し、今年度の市の主な事業を説明、その後、会場
の皆さんから市の施策や地域の課題などについて、多くのご意見・ご提案をいただき
ました。その主な内容をご紹介します。

■地域げんき課（内線 185）開催時間　午後１時30分～３時30分　※今富公民館は午後７時～９時

　今年は、より多くの人が参加しやすいように、これまで
の住民センターからバリアフリーに対応した会場に変更す
るとともに休日や夜間にも開催しました。

と き地 区 と こ ろ 参加人数

362人総　　　合　　　計

61人郡地区コミセン

58人中 地 区 公 民 館

34人市 コ ミ セ ン

37人古 松 公 民 館

44人溝 陸 公 民 館

38人八 幡 神 社

36人萱瀬住民センター

54人今 富 公 民 館

1日㈫

2日㈬

6日㈰

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

10日㈭

竹 松

西 大 村

大 村

鈴 田

三 浦

松 原

萱 瀬

福 重

市民の皆さんの声を市政に
◆◆ 地区別ミーティング ◆◆
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。
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て
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す
。

　7月１日～ 10日まで、市内８地区で「地区別ミーティング」を開催しました。市側
から市長をはじめ市の理事者が出席し、今年度の市の主な事業を説明、その後、会場
の皆さんから市の施策や地域の課題などについて、多くのご意見・ご提案をいただき
ました。その主な内容をご紹介します。

■地域げんき課（内線 185）開催時間　午後１時30分～３時30分　※今富公民館は午後７時～９時

　今年は、より多くの人が参加しやすいように、これまで
の住民センターからバリアフリーに対応した会場に変更す
るとともに休日や夜間にも開催しました。

と き地 区 と こ ろ 参加人数

362人総　　　合　　　計

61人郡地区コミセン

58人中 地 区 公 民 館

34人市 コ ミ セ ン

37人古 松 公 民 館

44人溝 陸 公 民 館

38人八 幡 神 社

36人萱瀬住民センター

54人今 富 公 民 館

1日㈫

2日㈬

6日㈰

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

10日㈭

竹 松

西 大 村

大 村

鈴 田

三 浦

松 原

萱 瀬

福 重

市民の皆さんの声を市政に
◆◆ 地区別ミーティング ◆◆
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